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毎　月　10日・25日

福　岡　県　遠　賀　郡

水　巻　町　発　行

町　の人　口
（4月末現在）

人　口　　　　27，464人

男　　　　　13，419人

女　　　　14，045人

世帯数　　　8，628世帯

転入379人　　出生　34人

転出218人　　死亡12人

（4月異動）

五
月
八
日
、
水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
　
（
会
長
、
久
保
田
勝
馬
氏
4
6
名
）

か
ら
町
に
対
し
て
、
玄
関
前
に
、
『
水

巻
町
案
内
図
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
み
な
さ
ん
に
町
全
体
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
ま
た
、
最
近
の
梅

ノ
木
団
地
や
お
か
の
台
団
地
な
ど
の
新

興
団
地
に
北
九
州
市
や
そ
の
他
の
市
町

村
か
ら
の
転
入
者
の
た
め
に
と
わ
か
り

や
す
い
案
内
図
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
過
去
に

も
、
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
青

少
年
不
良
化
防
止
ニ
ュ
ー
ス
カ
ー
や
植

木
な
ど
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

「
水
巻
町
案
内
図
」
は
、
こ
れ
で
、

水
巻
駅
、
役
場
と
町
内
に
二
カ
所
掲
示

さ
れ
、
水
巻
を
訪
れ
る
人
に
き
っ
と
役

立
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ああ義歯赤めああ壷赤め壷

役　場　前　に

案内図を寄贈

～水巻ライオンズ

クラブ～

平準や中平や牢乎中平中平

6月1日から役場事務機構が一部かわります　くわしくは6月10日号で／
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～万全の備えを～
．　‾ｈｒ「．「響町瀾

昨年の山崩れの　古賀

水害等による緊急避難場所

区　　　 名
避　　 難　　 場　　 所

第 1 選　 叫 鴇　 2　 避　 難

立　 局　 数 公　 民　 館 ｌ伊 左 膝 小 学頼

伊　 左　 座 ヽ 〃

み ずほ ト且地 Ｊケ ヽ

一
八所神社 ・信行寺 〃

二　 町　 住 八所神社 ・公民館 °

林　 住　 宅 伊 左 座 小 学 梗 〃

下 ．　 二 公　　 民　　 館 ク

下　 二 町 住 ク ケ

入 江 興 瞳 入 江 輿 庵 社 宅

書 抜目司 地 集　　 会　　 増 書 冊 小 学 授

書 、田　 一一・公　　 民　　 館 ク

古　 田　 ニ
★船神社 ・妙楽寺

第 2 保 育所

青　 田　 三 河 守神社 ・公民館 ｅ

実 害好 団地 － －
噴　 末　 席

頃 未 小 学 校
境 木 ・れ ・水 小

の 各学 校額　 末　 北

机 れ　 小　 学　 授 勅　 小　 事　 佗

古　　　 賀 公　　 民　　 館 ケ

新　 生　 衡 水 巻 中 学 校 水 巻 中 学 捜

樋　　　 口 公　　 民　　 館 猪 熊 小 学 授

緒　　　 熊 鷹見神社 ・公民館 射 亀小 ・鷹見神社

猪 熊 町 住 公　　 民　　 館 猪 鵬 小 学 便

鯉 「＝ 朝 地 境 木 小 学 校 頃 末 小 学 棲

机　 社　 宅
公　　 民　　 館 ク

寓 ノ下 社宅

古　 賀　 区 古 賀 ｌま供 用施 設 水 巻 中 学 校

砂 ノ　木 区 第 1 集 会 所 〃

稽 ノ木団 地 水 巻 中央 幼稚 園 ・＋ ！

高 布目 迅 地
ｌ

・　 Ｉ

高 局＝ 』 地
－

ｌ

お・か の 台 －
ｌ

第1避難は部分的災害を想定した甥合で近くの
公共施設等に一一時収容する。
第2避雛は非常事態が発生し、遠賀川堤防溢永
決壊等最悪の場合。

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
あ
な
た
の
水
害
に
対
す

る
備
え
は
も
う
で
き
て
い
ま
す
か
。

昨
年
は
、
地
区
に
よ
っ
て
、
山
く
ず
れ
、
地
す
べ
り
な
ど
の

被
害
が
で
て
い
ま
す
。
今
年
の
梅
雨
は
、
な
が
び
き
そ
う
だ
と

い
う
予
報
も
で
て
い
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
く
い
と
め
る
た

め
、
各
自
が
十
分
注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
町
で
は
各
閲
係
機
関
が
集
ま
っ
た
Ｆ
水
巻
町
水
防
協

璃
会
」
を
五
月
十
五
日
に
開
催
し
、
水
防
対
策
を
検
討
し
た
結

果
、
水
防
計
画
を
次
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
。

避難場所等の
ぜひ確認を

町
水
防
協
議
会
で
は

町
内
の
重
要
水
防
区
域

及
び
危
険
個
所
を
別
表

の
よ
う
に
指
定
す
る
と

と
も
に
、
災
害
に
あ
っ

た
と
き
の
た
め
に
緊
急

避
難
場
所
を
指
定
し
ま

す
。
各
家
庭
で
も
万
一

の
災
害
に
備
え
て
十
分

注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
非
常
事
態
に

は
次
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

な
が
び
き
そ
う
な
今
年
の
梅
雨

佃醐冊Ｉ

′
．
・

福
岡
管
区
気
象
台
が
四
月
二
十
日
、

九
州
北
部
の
向
こ
う
三
か
月
の
長
期
予

報
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
梅
雨
入
り
は

例
年
よ
り
早
く
、
五
月
下
旬
頃
に
は
、

走
り
が
現
れ
、
六
月
上
旬
に
は
梅
雨
前

線
が
九
州
南
岸
に
接
近
し
、
中
旬
以
降

活
発
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
七
月

上
旬
に
は
、
局
地
的
な
大
雨
の
恐
れ
が

あ
り
、
梅
雨
明
け
は
平
年
よ
り
や
や
遅

く
な
る
見
込
み
で
す
。

く
わ
し
い
予
報
は

芦
屋
基
地
予
報
官
へ

曾

0

9

3

・

2

3

・

0

9

8

1

水防信号表
ふ く竺

サ イ　レ ン信号

警載水位に達した場合は広報車で

説　　　　 明

第 1信号
連絡して因ります。

第 2信号
約5秒　約6秒　約5秒　約6秒 消防団員が会員出動

〇一休止　　 〇一休止 晶芸き事を知らせる

第3 信号
約10秒　約5秒　約10秒　約5秒

水防管理団体の区域
内に居住する者が水

〇一休止　　 〇一休止 跡の応援のために出
動すべき尊を知らせ
るもの

第 4倍抒
約1分　　 5秒　　 約1分 必要と認める区域内

○一休ｌＬ　　 Ｏ－ の居住都＿避鰍すべ
き事を知らせるもの

（河川の部）　　　　重要水防河川区域及び危険個所

河　 川　 名 箇　　　　　 所　　　　　 別 予想 される危険

イ 堀　　　　 川 吉田ノ一 ・二 ・三・一帯 7 00ｍ 溢　　　　 水

ロ 羅　 漢　 川 吉 田ノ二 （本村、滑 石、御輪地）一帯 3 00 ｍ 溢水 及び埋没

′ヽ 赤　 水　 川 噴末東町附近 一帯 10 0ｍ 溢　　　　 水

山　 田　 川 頃未先既 か ら中組一帯　 20 0ｍ 〃

ホ 鯉　 口　 川 鯉口　 一帯 1 00ｍ ケ

へ 大　 平　 川 旧中央区虎児烏本線 ぞい一帯　 5 00ｍ 〃

Ｃ
山
林
の
部
）

昨
年
九
か
所
を
細
分
化
し
て
、
本
年

は
次
の
二
十
三
か
所
を
指
定
し
て
い
ま

す
。
㊥
猪
熊
～
中
山
、
神
ノ
手
、
大
神
、

十
三
塚

㊥
古
架
～
赤
水
、
卯
月
1
、
卯
月
2
、

社
林
、
新
生
街
、
足
谷

㊥
頃
未
～
釜
ケ
谷
、
大
平
、
長
池
、

東
河
原
、
苗
代
谷
、
後
谷

㊥
机
～
泉
ノ
元
、
明
神
ケ
辻

㊥
吉
田
～
車
返
し
、
御
輪
地
、
宮
尾
、

岩
ノ
ー
コ
、
ヌ
メ
リ
石

宅
地
防
災
工
事

資
金
の
貸
付

㊥
申
込
受
付
期
間

年
中
い
つ
で
も
結
構
で
す
。

⑨
申
込
受
付
機
関

最
寄
り
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
公
庫
詳
し

い
こ
と
は
公
庫
福
岡
支
所
（
曾
0
9

2

・

7

1

2

・

5

5

5

5

）

　

ま

で

行政についての相談は行政相談員に，／
行政相談員の鳥谷利光氏の住所が高松団地21－5－5にかわりました
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長
雨
、
強
い
雨
、
地
震

後
の
雨
な
ど
の
日
は
、
い

つ
で
も
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
崩
壊
防
止
工

事
に
よ
っ
て
で

き
た
土
留
擁
壁

法
面
保
護
工
、

排
水
施
設
等
の

崩
壊
防
止
施
設

は
、
降
雨
や
地

震
等
の
自
然
の

力
に
対
し
て
は

一
定
の
強
さ
を

も
っ
て
い
ま
す

が
し
か
し
、
自

然
の
力
は
時
と

し
て
想
像
で
き

な
い
ほ
ど
大
き

く
働
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
異
常
な

集
中
豪
雨
が

あ
っ
た
と
き
と

か
、
大
き
な
地

震
が
発
生
し
た
と
き
な
ど

に
は
、
崩
壊
防
止
施
設
が

あ
っ
て
も
崩
壊
の
危
険
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
避

難
す
る
の
が
安
全
で
す
。

福
岡
県
総
合
防
災
訓
練

～
大
災
害
に
備
え
　
て
～

各
種
災
害
の
発
生
を
想
定
し
、
雨
期

前
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
県
防
災
訓
練

が
、
五
月
八
日
、
芦
屋
町
酉
浜
地
先
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
合
訓
練
に
、
気
象
庁
、
自
衛

隊
、
海
上
保
安
庁
、
電
電
公
社
、
日
赤

警
察
、
消
防
、
医
師
会
、
市
町
な
ど
十

六
関
係
団
体
、
支
部
、
千
六
百
名
が
参

加
し
、
救
助
訓
練
が
展
開
さ
れ
ま
し
た

訓
練
は
、
遠
賀
川
が
増
水
し
て
の
避

難
、
広
報
訓
練
や
防
疫
、
通
信
、
車
両

火
災
、
孤
立
者
援
助
、
船
舶
火
災
な
ど

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
災
害
が
想
定
さ
れ
、

空
と
海
と
陸
上
か
ら
の
総
合
的
達
け
い

訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
西
浜
の
埋
立
地
に
は

近
所
の
主
婦
や
小
中
学
生
が
多
数
つ
め

日　赤の　救　護　訓練

か
け
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
や
レ
ス
キ
ュ
ー
隊

員
の
真
剣
な
救
助
活
動
を
見
守
っ
て
い

ま
し
た
。

保
育
所
の
　
『
一
日
所
長
』

～
水
巻
の
障
害
児
保
育
な
ど
見
学
～

簡

単

な

防

災

措

置

を

が
け
の
周
辺
を
見
回
り
、
次
の
よ
う
。
不
安
定
な
土
塊
を
切
り
と
る

な
こ
と
を
早
目
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
　
。
木
や
板
の
棚
や
石
積
を
す
る

。
水
路
を
掃
除
す
る
　
　
　
　
　
　
。
ビ
ニ
ー
ル
等
で
が
け
を
覆
い
雨
水
の

。
雨
水
な
ど
が
け
に
流
さ
な
い
よ
う
に
　
　
浸
透
を
防
ぐ

水
路
を
作
る

。
風
で
地
盤
を
ゆ
き
ぶ
る
大
木
を
切
る

。
構
造
物
の
異
常
は
修
理
補
強
す
る

給食を一緒にする石井さん

児
童
福
祉
週
間
の
五
月
七
日
、
水
巻

第
一
保
育
所
で
「
一
日
保
育
所
長
」
が

実
施
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
虹
」
の
石
井
玲
子
き
ん
が
招
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
県
と
県
社
会
福
祉
協

議
会
が
、
こ
の
期
間
に
子
供
た
ち
を
よ

く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

石
井
さ
ん
は
、
園
児
と
一
緒
に
鯉
の

ぼ
り
を
上
げ
た
り
、
園
庭
で
遊
ん
だ
り

食
事
を
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
行
動

を
共
に
し
ま
し
た
。

特
に
、
水
巻
の
障
害
児
保
育
に
注
目

さ
れ
、
襲
団
保
育
し
て
い
る
障
害
児
童

の
明
る
い
姿
を
見
て
、
「
他
の
市
町
村

で
も
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
保
育
を
ぜ
ひ

し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
」
と
感

心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
「
国
際
障
害
者
年
」
。
し
か

し
、
障
害
者
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
全

て
望
ま
し
い
と
は
決
し
て
い
え
ま
せ
ん

保
育
所
に
お
い
て
も
、
「
入
所
基
準
」

～
保
育
に
欠
け
る
（
厚
生
省
）
　
に
障
害

児
保
育
が
な
い
の
が
現
実
で
す
。

こ
れ
等
の
問
題
は
、
住
民
一
人
一
人

の
理
解
と
協
力
が
な
い
と
解
決
で
き
ま

せ
ん
。
か
け
声
だ
け
の
障
害
者
年
に
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
行
政
や
関
係
団
体

が
こ
の
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

石
井
さ
ん
の
一
日
所
長
を
通
じ
て
、

〝
子
ど
も
の
本
当
の
し
あ
わ
せ
廿
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
日
と
な
り
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
自
動
車

運
転
免
許
坂
得
申
込
み

▼
対
象
者
　
身
障
手
帳
所
持
者
で
柑
歳

以
上
の
者
（
た
だ
し
、
心
臓
機
能

障
害
者
を
除
く
）

▼
受
付
け
　
5
月
2
9
日
ま
で
役
場
民
生

係
へ

▼
必
要
書
類
　
申
込
書
、
住
民
票
、
内

部
障
害
者
は
医
師
の
意
見
書

用
紙
は
民
生
係
に
あ
り
ま
す
。

町内でこの一週間に三度の火災が発生しています　火の元には十分なご注意をお願いします
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水巻町から犯罪・暴力を
しめ

各区から活発な質問が続出

五
月
八
日
、
防

犯
協
会
定
期
総
会

が
行
わ
れ
、
五
十

五
年
度
、
事
業
経

過
報
告
、
決
算
報

告
、
五
十
六
年
度
、
事
業
計
画
、
予
算

（
案
〕
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
計
画
を
う
け
て
、
防
犯
懇

談
会
が
、
五
月
十
四
日
、
町
民
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
今
日
の
防
犯
運
動

は
警
察
に
要
請
す
る
こ
と
が
多
い
し
、

警
察
と
の
連
係
を
密
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
折
尾
警

察
署
か
ら
署
長
・
刑
事
・
防
犯
・
外
勤

交
通
各
課
長
な
ど
が
、
防
犯
協
会
側
か

ら
、
区
長
・
防
犯
委
員
・
学
校
関
係
者

な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
加
納
弘
防
犯
協
会
々
長
か
ら

「
産
炭
地
域
の
多
く
が
、
こ
の
悩
み
を

も
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
巻
の
場

合
は
住
環
境
も
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
は
行
政
と
警
察
と
の
パ
イ

プ
を
大
に
し
て
、
犯
罪
・
暴
力
を
一
掃

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
等
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
稲
村
丑
、
石
塚
定
雄
防

犯
協
会
幹
事
の
司
会
で
懇
談
会
が
さ
れ

ま
し
た
。

各
区
か
ら
で
た
主
な
事
項
の
み
、
箇

条
書
で
記
載
し
ま
す
。
（
　
）
は
警
察

回
答
㊥
二
防
犯
委
員
会
か
ら

。
下
二
派
出
所
の
復
活
（
県
条
例
が
あ

り
、
今
の
と
こ
ろ
難
し
い
）

。
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
（
現
在
九

時
程
度
巡
回
し
て
い
る
）

。
中
間
市
内
の
派
出
所
と
の
連
係
（
連

絡
を
密
に
し
て
い
く
）

。
緊
急
連
絡
は
（
派
出
所
に
連
絡
す
る

前
に
1
1
0
番
へ
）

㊥
梅
ノ
木
団
地
か
ら
要
望
及
び
報
告

。
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
て
取
締
の
強

化
を
（
要
請
に
応
じ
て
）

、、

‥

．

、

。
巡
回
制
度
の
不
定
期
化
を
（
考
慮
し

ま
す
）

。
道
路
占
有
の
指
導
を
（
関
係
機
関
と

協
議
し
て
指
導
強
化
）

。
シ
ン
ナ
1
な
ど
常
習
者
の
適
性
指
導

を
（
現
行
犯
で
あ
れ
ば
補
導
し
、
現

行
犯
で
は
な
く
て
も
そ
の
症
状
が
あ

れ
ば
処
置
し
ま
す
）

㊥
下
二
町
住
区
長
か
ら

。
保
険
制
度
（
シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
常
習

者
か
ら
被
害
を
受
け
た
場
合
今
の
と

こ
ろ
保
険
は
な
い
）

。
ポ
ル
ノ
看
板
の
回
収
（
看
板
自
体
に

価
値
が
な
い
の
で
良
）

㊥
机
区
長
か
ら

。
不
良
看
板
等
回
収
の
連
絡
（
県
条
例

と
も
関
連
が
あ
る
の
で
、
警
察
も
立

合
い
ま
す
の
で
連
絡
を
）

こ
の
他
に
、
地
区
で
こ
の
よ
う
な
懇

談
会
が
あ
れ
ば
警
察
と
し
て
も
積
極
的

に
出
席
す
る
。
ま
た
、
水
巻
に
「
防
犯

の
日
」
を
制
定
し
、
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
に
対
し
、
石
塚
副
議
長
は
「
ぜ

ひ
議
会
で
話
し
、
決
議
し
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。

今
後
は
、
夏
に
む
け
て
積
極
的
な
行

動
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の
間
題
は
、

警
察
と
行
政
関
係
者
だ
け
が
ガ
ン
バ
ッ

て
も
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

家
庭
か
ら
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
暗

い
し
ま
す
。

生
徒
相
談
員
を
設
置

こ
の
ほ
ど
、
教
育
庁
遠
賀
出
張
所

（
八
幡
総
合
庁
舎
）
に
、
二
人
の
児
童
・

生
徒
相
談
員
を
配
置
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
相
談
員
は
、
最
近
い
ろ
い
ろ
と

報
道
さ
れ
て
い
る
校
内
暴
力
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
非
行
問
屯
な
ど
に
つ
い
て
．

父
母
の
皆
様
な
ど
か
ら
の
ご
相
談
に
応

じ
る
も
の
で
す
。

電
話
で
も
、
面
談
で
も
結
構
で
す
か

ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

。
児
童
・
生
徒
指
導
相
談
員

田
中
八
郎
、
木
原
義
明

。

電

話

6

9

1

・

2

6

3

1

～

2

児
童
手
当

現
況
届
の
提
出
を

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
6

月
1
日
～
3
0
日
ま
で
に
、
児
童
手
当
現

況
届
を
役
場
老
人
児
童
係
に
提
出
し
て

下
さ
い
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の

所
得
状
況
、
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

届
出
さ
れ
な
い
場
合
、
引
き
続
い
て

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
6
月
分
以
降

の
児
童
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

㊥
持
参
す
る
も
の

。
届
出
書
（
役
場
児
童
係
に
あ
り
ま

す
）

。
印
鑑

。
5
6
年
度
町
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
通

知
書
な
お
、
5
6
年
1
月
1
日
水
巻
町
に
住

民
登
録
さ
れ
て
な
い
方
は
、
前
住
所
地

の
役
所
か
ら
5
6
年
度
分
の
所
得
証
明
を

添
付
し
て
下
さ
い
。

清
掃
用
具
あ
り
が
と
う

～
青
田
小
学
校
～

吉
田
小
学
校
体
育
館
を
使
用
し
て
い

る
利
用
団
体
代
表
者
会
議
（
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
後
援
会

）
か
ら
吉
田
小
学
校
に
、
モ
ッ
プ
や
ワ

ッ
ク
ス
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

税
務
大
学
校
学
生
募
集
・

当
校
に
は
、
国
家
公
務
員
採
用
初
級

試
験
（
税
務
）
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
人

、
伊
、
へ

が
入
校
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格
　
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
～

昭
和
3
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

▼
申
込
み
　
7
月
8
日
～
1
7
日
ま
で
に

人
事
院
九
州
事
務
局
（
博
多
駅
東

2
丁
目
1
1
－
1
）
　
へ

▼
試
　
験
　
1
0
月
4
日

く
わ
し
く
は
福
岡
国
税
局
（
曾
0
9

2

・

4

1

1

・

0

0

3

1

）

　

ま

で

無
線
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
は
恵
方
市
役
所
保
健
予
防
係

（

曾

0

9

4

9

2

・

2

・

4

1

1

1

）

ま
で
▼
所
在
地
　
直
方
市
山
部
墓
地

▼
連
絡
期
限
　
7
月
1
0
日
ま
で

合

成

洗

剤

が

有

害

と

は

合
成
洗
剤
は
、
手
か
ら
だ
け
で
は
な

く
、
体
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
入
り

次
の
よ
う
な
障
害
を
お
こ
し
ま
す
。

昭和56年度　建設工事共同企業体受付　6月1日一6月15日まで
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町民体育大会
お気軽に参加を

6月14日（日曜）

9時開会

軟式庭球のみ6月7日

住
民
の
体
力
向
上

と
融
和
を
め
ざ
し
て

今
年
も
六
月
十
四
日

に
町
民
体
育
大
会
を

次
の
通
り
開
催
し
ま

す
。会
場
は
各
種
目
に

）

分
か
れ
て
町
内
の
六
会
場
で
行
わ
れ
ま

す
。申
込
み
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
除
き

当
日
各
会
場
で
受
付
け
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま

す
。卓

　

　

　

　

球

㊥
会
場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
1

㊥
種
別一
般
男
子
の
郊
一
般
女
子
の
部

中
学
男
子
の
部
　
中
学
女
子
の
部

㊥
試
合
方
法

個
人
戦
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

バ
　
レ
ー
ボ
ー
ル

⑧
会
場

。
一
般
女
子
…
南
中
体
育
館

。
中
学
男
子
…
吉
田
小
学
校
講
堂

。
中
学
女
子
・
・
・
．
　
ク

㊥
チ
ー
ム
編
成

。
地
域
や
グ
ル
ー
プ
も
し
く
は
職
場
で

編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

。
チ
ー
ム
人
員
は
監
督
1
名
、
選
手
1
2

名
以
内

㊥
試
合
方
法
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

㊥
参
加
申
込
み
　
6
月
5
日
ま
で
に
教

育
要
員
会
ま
で

軟

　

式

　

庭

　

球

㊥
会
場
　
水
巻
南
中
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

㊥
種
別
一
般
の
部
　
中
学
男
子
の
部

中
学
女
子
の
部

㊥
試
合
方
法

個
人
戦
で
、
当
日
会
場
で
ダ
ブ
ル
ス

を
編
成
す
る

バ
　
ド
　
ミ
　
ン
　
ト
　
ン

㊥
会
場
　
机
小
学
校
講
堂

㊥
種
別一
般
男
子
の
部
一
般
女
子
の
部

中
学
生
の
部

㊥
試
合
方
法

㌧
〕

個
人
戦
で
、
当
日
会
場
で
ダ
ブ
ル
ス

を
編
成
す
る

剣

　

　

　

　

道

㊥
会
場
　
頃
末
小
学
校
講
堂

㊤
踵
別一
般
男
子
の
部
（
高
校
生
以
上
で
、

参
段
以
下
と
四
段
以
上
に
分
け
る
〕

中
学
生
の
部

㊥
試
合
方
法
　
個
人
戦

注

　

意

　

事

　

項

。
参
加
申
込
み
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競

技
を
除
き
当
日
会
場
で
受
付
け
る

。
参
加
者
に
参
加
賞
、
入
賞
者
に
賞
状

・
賞
品
を
贈
る

。
体
育
館
、
講
堂
を
使
用
す
る
人
は
、

必
ず
上
履
き
を
持
参
の
こ
と

Ｄ
雨
天
の
と
き
は
、
軟
式
庭
球
類
技
の

み
、
6
月
1
4
日
に
延
期

大
会
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
教
育
委

員

会

（

曾

2

0

1

・

0

4

0

3

）

ま

で

日
中
友
好
「
九
州
青
年

の
船
」
団
昌
汽
募
集

▼
事
業
予
定

。
事
前
研
修
－
日
帰
り
、
宿
泊

。
中
国
訪
問
－
9
月
5
口
～
9
月
1
8
日

。
事
後
研
修
－
宿
泊

▼
応
募
資
格

4
月
1
日
現
在
、
2
0
歳
～
2
8
歳
の
人

な
ど

▼
参
加
費
　
6
万
円
ほ
か
必
要
経
費

▼
－
＝
込
み
　
5
月
2
8
日
ま
で
町
教
育
委

員
会
へ

職

業

訓

練

鼻
　
　
　
試

指

験導

“
ク
ふ
”
7
や
〃
－
“
ケ
1
1
才
－
”
ン
も
〃
1
ブ
㌔
Ｙ
∑
－
プ
ふ
ん
－
サ
ク
も
7
号
1
－
・
ケ
1
ん
1
や
〃
1
1
ケ
ヰ
ル
ー
や
ク
も
7
1
〃
1
“
ケ
ネ
ル
ー
や
〃
1
㌔
も
〃
1
や
ク
1
ん
Ｙ
、
ク
ー
ｒ
ケ
も
”
1
㌢
も
Ｙ
、
〃
1
“
ケ
0
〃
－
や
〃
“
Ｈ
Ｙ
、
〃
・

－
サ
ケ
も
”
Ｔ
や
〃
1
，
7
ヰ
ル
ー
サ
〃
ふ
”
ｑ

水
巻
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
少
年
野
球
大
会

～
机
ロ
イ
ヤ
ル
ズ
初
優
勝
～

五
月
五
日
の
「
子
ど
も
の
日
」
を
記

念
し
て
行
わ
れ
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗

争
奪
戦
が
、
今
年
も
吉
田
グ
ラ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
ひ
さ
し
ぶ
り
の
公
式
戦

と
あ
っ
て
、
ど
の
チ
ー
ム
も
一
段
と
は

り
き
り
よ
う
が
違
い
、
好
試
合
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

試
合
は
、
強
剛
伊
左
座
ヤ
ン
キ
ー
ス

が
第
2
試
合
で
敗
れ
る
な
ど
実
力
伯
仲

が
見
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
も
、
机
ロ
イ

ヤ
ル
ズ
が
結
成
以
来
二
年
で
、
堂
々
と

力
を
発
揮
し
て
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た

（左より上位三チーム
Ｉ八、吉田、伊左座チーム）

決 勝 戦

1 2 3 4 5 6 7 ＿軋

和 ロ イ　 ヤ ル ズ 1 0 0 0 1 0 2 4

吉 田 ス ト ロ ン グ　 0 0 0 0 2 1 0　　 3

‡八

和．：場内，沢辺－一癖

ベ
　
ア
ー
ズ

者
　
　
　
熊

ロ
イ
ヤ
ル
ズ

八七Ｈ
・

頂
同
県
少
年
の
船
．
沖
縄
－

碗
修
の
飾
　
参
加
者
募
集
一

▼
試
験
職
櫨
　
機
械
、
洋
裁
、
床
仕
上

げ
、
廻
築
、
左
官
、
自
動
車
整
備

他
1
4
科
目

▼
試
験
日
　
職
種
に
よ
っ
て
6
月
1
9
日

～
1
2
月
1
1
日
ま
で

▼
受
付
期
間
　
職
種
に
よ
っ
て
輿
な
り

ま
す
。

く
わ
し
く
は
役
場
企
画
係
ま
で

タ伊ヤ吉ス
ン　ト

】左キ　ロ
ン
グ田

－
ズ座

吉田：東屋　　一一豊田　1

（三塁打）嶋　（机）

（二塁打）樺（和）

▼
期
間

。

第

9

回

　

7

月

2

6

日

～

7

月

3

0

日

。

第

1

0

回

　

8

月

4

日

～

8

月

8

日

▼
研
修
内
容

沖
栂
少
年
と
の
交
歓
会
、
見
学
、
船

上
で
の
研
修
、
少
年
の
船
ま
つ
り
他

▼
募
集
人
員

。
小
学
生
－
4
百
名
（
5
年
生
以
上
）

。
中
学
生
－
2
百
名

▼
料
金

。
小
学
生
　
3
万
7
千
円

。
中
学
生
　
3
万
9
千
円

▼
募
集
　
5
月
3
0
日
ま
で
町
教
育
要
員

会
へ

電
気
工
事
士
受
験

対
　
策
　
講
　
習
　
会

▼

申

込

期

間

　

6

月

1

二

Ｈ

7

1

2

日

▼
試
　
験

。
学
科
　
7
月
1
0
Ｒ
Ｔ
（
1
2
日

。

実

技

　

9

月

1

8

日

～

1

0

月

1

6

日

申
込
先
、
く
わ
し
く
は
北
九
州
地
区

職
業
訓
練
協
会
（
曾
6
5
1
・
1
0
3

8
）
ま
で

タ
バ
コ
は
町
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

おかの台　1個建（県住宅供給公社分譲団地）売出中　土、日曜日は現地
で案内を行います　詳しいパンフレットは役場開発課で差し上げます
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6月のし尿汲取予定日

：　　　ｌ　　　　　　∴

1日　頃末（1、3、4、7、16区）、猪熊

2日　頃末（1、2、3、7、10区）、林住
宅、垣添、猪熊

3日　唐熊（頃末22、23区）、鯉口（吉田ニ

6区、吉田三5区）、猪熊

4日，辟熊（頃宋22、24区）、御輪地（吉田

二1、2区）、鯉口（吉田三2、5、

6区）新生街（山ノロ団地）、頃末
（15、25区）猪熊

5日　御輪地車返し（吉田三6、11区）鯉口
（吉田三1、2、3、5区）、15日ま

わり、猪鮨

6日　緑風園、松栄荘、頃末（18区）、頃宋
（5、12、13区）

8日　中央区（頃末17、19、20、21区）、松
栄荘、美吉野、頃末（5、12、13区）

9日　中央区（頃末9、10、20、21区、みず

まき苑）、下二、伊左座、立屋敷、美
吉野、古賀新生街

10日　片山、川端通り、本村、∴、下二、美
吉野、古賀、机

11日　大橋県道筋（吉田二3、5、6区）、

ヌメリ石、宮尾、本村、二、御輪地、
頃末（6、11、14区）

12日　大橋県道筋（イワゼ町住、吉田二3、

4、6、9区）、月夜待、車返し、宮
ノ下、頃宋（6、11、14区）

13日　二町住、下二町住、宵ノ下、机社宅、
樋口

15日　吉田団地（37～43、46－52棟）二町住

商店街（吉田－3区）、卯月、猪熊
16日　苫田団地（19－22、28－36、44、45、

53～57、94～101棟）、猪熊
17日　吉田団地（3－6、8～10、16－18、

23～27、60－65、83－85、102－113椀）
18日．吉田団地（1、2、7、11－15、66、

71、76～82、86－93、105、108棟）、

猪熊

19日．吉田団地（72、73、分讃）、下二（1

2、3区）、15口まわり

20日　二、野間町任、吉田本村、猪熊町住

22日　二、伊左座、古賀県住

23日　幼稚園通り（二1、2区、伊左座3、

5区、下二4、10区、双葉荘）、伊左

座樋口

24日　幼稚園通り（伊左座3、5区、下二5

6、7区）

25日　みずほ団地、樋口

26日　みずほ団地

3
歳
児
一
斉

健
康
診
査

▼
日
時
　
6
月
5
日
（
金
）

。
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

。
診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
対
象
児
　
3
歳
以
上
～
4
歳
未
満

▼
内
容
　
身
長
、
体
重
測
定
、
内
科
、

外
科
、
耳
鼻
科
、
歯
科
、
そ
の

他
個
人
相
談
及
び
育
児
指
導

予
診
を
し
ま
す
の
で
、
5
月
2
5
日
～

6
月
3
日
ま
で
に
役
場
衛
生
係
に
母
子

手
帳
持
参
の
上
、
お
い
で
下
さ
い
。
当

日
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

1
歳
6
か
月
幼
児
相
談

▼

日

時

　

6

月

1

日

、

1

5

日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

▼
場
所
　
役
場
酋
別
館

▼
対
象
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月

▼
内
容
　
身
長
、
体
重
測
定
、
そ
の
他

個
人
相
談
な
ど

母
子
健
康
手
帳
交
付

▼
日
時
　
6
月
1
日
・
1
5
日

1
0
時
か
ら

▼
場
所
　
役
場
酋
別
館

▼
対
象
　
遠
賀
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診

後
1
0
日
以
上
経
っ
て
い
る
妊

婦

▼
内
容
　
検
診
結
果
の
説
明
、
母
子
保

健
制
度
に
つ
い
て
、
個
人
相

談

老

　

人

　

検

　

診

▼

日

時

　

6

月

2

日

・

9

日

▼
場
所

▼
対
象
児

▼
内
容

7

▼
日
時

6

月

8

日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

役
場
酉
別
館

昭

和

5

5

年

1

0

月

1

円

∵

－

1

1

月
3
0
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

身
長
・
体
重
測
定

運
動
発
達
チ
ェ
ッ
ク

▼
日
時
　
毎
週
水
曜
日

9
時
～
1
1
時

▼
場
所
　
遠
賀
保
健
所

▼
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
保
健
指

導
な
ど

希
望
の
万
は
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
／

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
6
月
1
日
（
月
〕

1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
闇
市
市
民
談
話
室
（
曾
0

9
3
・
2
4
・
1
1
1
1
）

6
月
の
社
会
教
育
日
程

（
　
）
は
会
場

7
日
　
地
区
公
民
館
役
職
員
研
修
会

（
町
民
会
館
）
・
町
民
体
育
煎
技
大

会
（
軟
式
庭
球
の
み
～
南
中
庭
球
コ

か
　
月
　
検
　
診

▼
場
所

▼
対
象

▼
内
容

戚

1
0
時
～
ｎ
時

机
山
荘

6
0
歳
以
上
の
人

検
尿
、
血
圧
測
定

個
人
相
談
な
ど

人
　
病
　
相
　
談

ー
ト
し

1
4
日
　
町
民
体
育
競
技
大
会
（
各
会
場
）

2
1
日
　
管
少
年
珠
算
兢
技
大
会
（
町
民

会
館
）

2
3
日
　
高
令
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
君
田

球
場
）

2
8
日
　
水
泳
少
年
団
プ
ー
ル
開
き

下
旬
　
婦
人
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
体
育

セ
ン
タ
ー
）

マ
ム
シ
に
か
ま
れ
た
ら

す

ぐ

1

1

9

番

マ
ム
シ
の
発
生
す
る
時
期
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
は
子
供
が
田

や
川
な
ど
の
湿
地
で
遊
ぶ
場
合
は
十
分

注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
。
ま
た
、
か
ま
れ

た
場
合
は
、
す
ぐ
救
急
車
（
1
1
9
番

）
を
呼
ぶ
か
、
次
の
血
清
の
あ
る
病
院

に
運
ん
で
下
さ
い
。
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さつき展と写真展（花）
日時　　5月30日～6月2日

9時－20時（6月2日のみ17時まで）

場所　　町民会館

主催　　水巻さつき同好会

水巻写真同好会

今年は初めてできた写真同好会との協賛で、

訪れる方に充分、さつきと写責に秘める花の美

しきを満興させてくれるでしょう。

。
血
清
の
保
管
病
院

県
立
遠
賀
病
院
、
中
間
市
立
病
院
、

町
立
芦
屋
中
央
病
院

6
月
の
生
活
保
護
の
支
給
は
東
別
館

6
月
1
日
の
生
活
保
護
費
の
支
給
　
（
運
動
場
横
）
に
変
更
し
ま
す
。

場
所
は
都
合
の
た
め
、
役
場
東
別
館

6月の露害競相談【品賞品習呈宗5日’22日’29日13時‾16時30分


